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国
民

春
闘

2014 号外 賃金のベースアップと下請け単価改善を！
大企業は社会的責任をはたせ！

小
泉
元
首
相
も
原
発
即
時
ゼ
ロ
を
主
張
／
フ
ク
イ
チ
汚
染
水
漏
れ
も
制
御
で
き
な
い
の
に
事
故

対
応
か
ら
学
ん
だ
と
は
！
／
放
射
性
廃
棄
物
処
理
や
事
故
対
応
は
日
本
が
引
き
受
け
る
契
約

首
相
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
原
発
輸
出

企
業
は
オ
ー
ル
・
ブ
ラ
ッ
ク
化
？

派
遣
自
由
化
、
解
雇
自
由
化
、
労
働
時
間
規
制
の
撤
廃
で

大
企
業
減
税
・富
裕
者
優
遇
の
愚
策

庶
民
増
税

の
一
方
で

「
税
金
は
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
と
る
」
原
則
を
無
視
。
企
業
減
税
で
も
止
ま
ら
な
い
企
業
海
外
移
転
。

「
消
費
低
迷
の
日
本
に
は
投
資
せ
ず
」
が
本
音

高
笑
い
の
ゼ
ネ
コ
ン
・
商
社
／
現
場
は
相
変
わ
ら
ず
の
低
賃
金
／
復
興
は
進
ま
ず…

見
返
り
も
な
く
、
莫
大
な
借
金
を
負
わ
さ
れ
た
庶
民
の
悲
し
い
未
来
。

年
金
・
医
療
・
介
護
・
生
活
保
護
も
改
悪
な
ん
て…

広
が
る
非
正
規
化
、賃
金
下
落
も

大
型
公
共
投
資
は
ど
う
使
わ
れ
た
？

戦
争
は「
秘
密
」か
ら
始
ま
る

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」の
結
末

ア
ベ

ク
ロ

「賃金引き上げ」で経済好循環

黙っていては
　よくならない

！！

　アベノミクス「成長戦略」の目玉は規制緩和と「雇用の流動
化」です。派遣労働を自由化、解雇も自由化、労働時間規制も
緩和して残業代もゼロにする。雇用は増えても不安定雇用ばか
りでは、賃金は上がりません。
　「賃上げで好循環というなら、労働者と中小企業を大事にせ
よ！」と声をあげましょう！

◆ なぜ？日本だけ賃金が下がる

「社会保障と税の一体改悪」の阻止を！
　安倍政権は、財政のために消費税増税は必要といいながら、
大企業や投資家には減税、社会保障は負担増と給付削減です。
これまでも消費税は、大企業減税の穴埋めに使われました。庶
民を犠牲に多国籍大企業を喜ばせる政策は撤回させましょう！

生活保障は国の責任！
放棄は許さない！
　国内産業や暮らしを守るルールを撤廃するＴＰＰ（環太平洋戦
略的経済連携協定）への参加や、労働行政・医療・介護・保育
などを民間任せにする手法の導入など、多国籍企業の要求に
そった乱暴な規制緩和が進められています。アメリカの軍事戦
略に合わせた軍事大国化の動きも強められています。くらしを
犠牲にする政治と財界の身勝手を許してはなりません。

良質な雇用を！ 労働条件の改善を！  
　今や労働者の４割近くは低賃金で不安定な非正規雇用です。
一方、正規だからと無理な働き方を強いられる人もいます。処
遇の格差は、人間関係をゆがめ、労働条件を低下させ、健康破
壊をもたらします。派遣法改悪などもってのほか。すべての労
働者に安定雇用と生活できる賃金保障が必要です！

労働相談ホットライン
あきらめないで電話して下さい。秘密厳守・相談無料

あなたの会社、CSR
を果たしてますか？

採点者は
あなたです

ケータイで
アクセス！

CSRとは「企業の社会的責任」のこ
とです。法令遵守はもちろん、従業員
を大切にしているか、環境や地域社
会、利用者に配慮しているのかが問わ
れる時代。あなたの会社のCSR度を
携帯サイトでチェックしてみましょう。

http://www.zenroren.gr.jp/
0120-378-060

最寄りの
労働センターに
つながります。

労働相談、お聞きします！

大企業優遇か、暮ら
しと雇用の安定か？民主主義か、秘密・

独裁主義か？今、選
民主主

択
主義主主

の
義か 秘義か

と
秘密秘密
き
遇か 暮らしと
密・独裁裁裁裁主義か密・独独独裁裁裁裁裁密
！

消
費
税
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で
「
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価
上
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」「
消
費
低
迷
」

倒
産・
廃
業
続
々
、再
び
不
況
の
足
音
が
聞
こ
え
る…

価
格
転
嫁
で
き
な
い

中
小
企
業

「
特
定
秘
密
保
護
法
」

「
集
団
的
自
衛
権
」

狙
わ
れ
る

憲　
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全労連・国民春闘共闘に参加する労働
組合は、労使関係を確立し、賃金・労働
時間など様々な労働条件の改善を

実現しています。また、
法制度の改善や政策実現にも

取り組んでいます。

あなたも労働組合に
入りましょう！

今
こ
そ
立
ち
上
が
ろ
う
！

下記署名にご協力を！ HPからダウンロードできます。

まずは、労働組合にご一報ください。私たちの運動にご協力ください。

「かがやけ憲法」国会請願署名／将来に希望の持てる年金を求める国会請願署名／政府
はただちに福島原発事故「収束宣言」の撤回を！「原発即時ゼロ」「子ども・いのち・くらし」
を守ることを求める請願署名／安心の医療・介護を求める国会請願署名／許すな!安倍
「雇用改革」署名／最低賃金引き上げ署名／中小企業振興賛同署名（改定版）／います
ぐ原発ゼロの日本の実現を求める請願署名／パート労働法の実効ある改正を求める請
願署名／消費税増税の中止を求める請願署名／生活保護基準引き下げに反対する署名
／憲法違反の「推進法」を廃止し社会保障の拡充を求める請願署名　など

12212.22.12.1 2612.6
13.113.113.13.112.812.8 2.712.7 2.712.712.12.912.412.4

2014年はさらに増える！？

資料：OECD統計、財務省「法人企業統計」
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2014年はさらに減税！？

アベノミクスの闇

◆ 増える非正規、減る正規

◆ 消費増税は大企業減税の穴埋めに使われる！！

「
春
闘
」で
賃
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　あなたは景気回復を実感できますか？生活はよくなりそうですか？
4月からは消費税も8%にされそうです。年金は昨年10月から、生活
保護は8月から切り下げられ、医療、介護も負担増や保険対象外しが
予定されています。ＴＰＰ参加により、暮らしの安全・安心に関わる規
制まで撤廃をせまられ、特定秘密保護法で問題点も隠され、憲法改悪
も狙われています。あなたは暴走する安倍政権に将来を託せますか？
　今、声をあげなければ、とんでもないことになってしまいます。
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大阪春闘共闘・大阪労連 〒530-0034  大阪市北区錦町2-2  国労会館1階  TEL 06-6353-6421
大阪労連のホームページ  http://www.osaka-rouren.gr.jp/

国民春闘共闘委員会 TEL 03-5842-5621
FAX 03-5842-5622〒113-8462  文京区湯島2-4-4  全労連会館内

東京春闘共闘会議 TEL 03-3943-6483
FAX 03-5395-3240〒170-0005  豊島区南大塚2-33-10  東京労働会館内

・国民春闘共闘委員会 〒113-8462  東京都文京区湯島2-4-4 
TEL 03-5842-5611  FAX 03-5842-5620


